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■研究目的

 ジャネッ ト・アズヘ ッド(Janit Adshead. イギ

リス)は 、1988年 に 『舞踊分析法一その理論 と実

際』を著した。彼女は、当時の英国の正課教育に

おいて舞踊を独立 した教科にしようとする動 きか

ら、舞踊研究の基礎 となる理論を構築しようとし

ていた。したがって、彼女の分析法は、様々な舞

踊 を対象とし、構造 的なアプローチを目指 したも

のだった。アズヘッドは既にあった動作分析法や

記譜法が単に動作の記録にとどまっているといい、

舞踊の成分の記述 とその作品がおかれた状況をあ

わせて、ある舞踊の解釈そして評価へ と統合する

ことを分析法において試みた。

 その成果は 「解釈行為の概念化を行い、多重の

様相を持つ論証過程に基づ く、振 り付けの解釈の

必要性を描 き出 した点にある」(Jackson、1994)

といわれている。

 ここでは、彼女の著書 『舞踊分析法-そ の理論

と実際』から、彼女の分析法における成果 といわ

れる 「解釈」の概念 と実際の分析手順の理解をと

おして、出版より10年を経たこの方法論の価値 と

問題点を指摘 し、考察することを目的とする。

■舞踊における 「解釈」の概念

 アズヘ ッドは、舞踊は 「それ自体で独立 した意

味 と意義を含むもの」であり、解釈する過程を通

じて、唯一理解され、正 しく評価される活動であ

るととらえる。

 彼女のいう 「解釈」 とは 「特定の事象、活動、

表現、あるいは行動のフォルムの意味を、明確に

したり説明 したりする過程」を意味する。彼女は、

「解釈」がテクス トや舞踊譜を基に行われ、その

舞踊のジャンル、スタイル、中心的題材などとの

関連において実証される妥当性をもつべきもので

あるとしながらも、同時に、それを行う個人の技

能や知識に依存 しているものであるという。

■舞踊分析の手順

 分析は次の4段 階で行われる。舞踊の成分記述

(ステージ1)、そのフォルムの識別(ス テージ2)、

舞踊の解釈(ス テージ3)、 と評価(ス テージ4)。

彼女はそれぞれの段階で考察する事項を詳細に提

示 し、その用語の意味する概念を規定している。

彼女はまた、この分析手順が 「分析の参考枠」 と

しての働 きをもつだけであ り、実際の分析では

様 々 な 焦点 を持 ち 、 そ れ ぞ れ に適 した方 法 論 が と

られ る もの と して い る。

 舞 踊 の 成分 の記 述 で は 、ム ー ブ メ ン ト、ダ ンサ ー、

視 覚 要 素 、聴 覚 要 素 の基 本 的 な もの を項 目 に し、

また個 々 の 成分 に お け る相 互 関係(複 合 性)を 探

りだ し分類 を行 う。 フ ォル ム の識 別 で は 、作 品全

体 の 時 間経 過 に お け る 各成 分 の 関係 や 、時 間軸 上

の 一点 で の そ れ らの 関係 を読 み取 り、構成 全 体 で

の モ チ ー フ の有 無 、 ク ラ イ マ ック ス等 を認 識 す る。

舞 踊 の解 釈 で は 、成 分 とフ ォル ム の認 識 を通 して、

社 会 ・文 化 的背 景 、 コ ンテ ク ス ト、 ジ ャ ンル とス

タ イル 、 中心 的題 材 を特 定 し、 さ らに は作 品 の特

徴 、 質 、意 味 また は意 義 を認 識 し、理 解 す る。 評

価 は舞 踊 の価 値 に 関 連 した判 断 で あ る。 そ の舞 踊

が現 れ た社 会 や文 化 に お け る一 般 的価 値 や コ ンテ

クス ト、 そ れ ぞ れ の領 域 で の基 準 、 中心 的 題 材 に

作 品 の評 価 は 反映 す る。 さ らに振 付 や上 演 で の 有

効 性 と適 切 さの認 識 をす る。

■考 察

 彼 女 の分 析 法 は 、成 分 の記 述 や フ ォル ムの 認 識

を とお して 、 あ る舞 踊 にお け る 「テ ク ス ト」 の 記

述 を行 い、 「テ ク ス ト」 とそ の 舞 踊 を と り ま く文

化 的 ・社 会 的背 景 な ど客 観 的 な視 点 を加 えて 解 釈

と評 価 を行 う もの だ っ た と読 み 取 る こ とが で き た。

 こ の よ うに舞 踊 を 「テ ク ス ト」 と して と ら えて

分 析 を行 う こ とに問 題 が あ るの で は ない か とい う

指 摘 が さ れ て い る(Jackson、1994)が 、 こ れ は、

即 興 性 を大 き くと りいれ た作 品 を分 析 す る と き に、

特 に問 題 とな っ て くる点 で あ る と思 わ れ る。 アズ

ヘ ッ ドは の ち に 、即 興 に よ る作 品 を複 数 の 「テ ク

ス ト」 が 存 在 す る もの と して と ら え、 そ の 関係 性

を考 慮 す る こ とで 分 析 が な され る(Adshead、1997)

と提 案 して い るが 、 振 付 家 、 ダ ンサ ー 、 観 客 の 関

係 が 大 き く変 化 して きて い る現 在 、 分 析 にお け る

この 「テ ク ス ト」 の 位 置 付 け は果 た して 適切 な の

だ ろ うか 。 上 演 に関 す る ア プ ロー チ を どの よ う に

と りい れ るか が 、 これ か らの 舞 踊 の 分析 に必 要 な

視 点 で あ る と考 え られ る。
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